
修学旅行で女湯から男湯が丸見

え！女の子たちがおちんちん鑑賞

しちゃう！ 

 
修学旅行の最終日、2年A組の生徒たちは、
長い一日を終えて、温泉旅館へと向かった。

バスの中で、クラスメートたちはこれまで訪れ

た歴史的な場所や、楽しんだアクティビティに

ついて話し合い、笑い声が響く中、旅館の看

板が見えてきた瞬間、みんなが興奮した。 

旅館に到着すると、古風な木造建築と庭園

が生徒たちを迎え入れた。荷物を部屋に置く

と、みんなが待ち望んでいたのは温泉だっ

た。食事の後はすぐに、みんなが温泉に向か

う準備を始めた。 

女湯に到着した女の子たちは、湯気が充満

する浴場でリラックスし始めた。露天風呂の

方に向かうと、大きな窓が開け放たれてい

た。美咲が好奇心から窓に近づくと、そこか



ら見えるのはなんと隣の男湯だった。壁の一

部が崩れかけていて、隙間から男の子たち

の姿が丸見えだった。窓枠は少し古く、木の

節が覗いているもので、そこから漏れる光が

男湯を照らしていた。窓の外には夜空に浮か

ぶ月が見え、その光が男湯の湯船に反射し

て、幻想的な光景を作り出していた。 

「えっ、見える！？」と千夏が驚きの声を上げ

る。彼女の視線は、男湯で遊ぶクラスメート

の健太や修平に注がれていた。彼らは湯船

に浸かりながら、友達同士で何か冗談を言い

合っている。健太の背中は、水滴が滑り落ち

るたびに筋肉のラインがくっきりと浮かび上

がり、修平は湯船の縁に座りながら髪をかき

上げ、その動きに従っておちんちんが少し揺

れるのが見えた。健太のおちんちんは、水滴

が落ちるたびに光り、自然な形で存在感を示

していた。先端からは水滴が滴り落ち、毛が

わずかに見えるほど無防備で、千夏の視線

を引きつけた。修平のおちんちんは、ちょっと

した動きで軽く左右に揺れていた。まるで無



造作にそこにあるかのように見えた。修平の

おちんちんは、湯船から出るときにちょっと大

きく見え、陰毛が濡れてぴったりと貼りついて

いるのが見えた。 

 


